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三
郷
祭
は
、
総
合
芸
術
展
と
し
て
10

月
15
日
の
「
文
化
産
業
展
」
か
ら
11
月

5
日
の
「
芸
能
発
表
会
」
ま
で
の
22
日

間
に
わ
た
り
、
芸
術
の
音
色
と
色
彩
と

香
り
を
運
ん
だ
。

　
【
文
化
産
業
展
】

　

三
郷
文
化
公
園
体
育
館
で
、
15
、
16

日
に
開
催
し
た
「
文
化
産
業
展
」
は
、

32
団
体
が
出
展
し
た
。
書
道
・
ペ
ン
習

字
教
室
、
短
歌
会
・
俳
句
会
、
押
花
絵

画
・
押
絵
・
絵
手
紙
、
写
真
の
各
フ
ォ

ト
ク
ラ
ブ
な
ど
多
士
済
々
で
あ
る
。
絵

画
展
で
入
賞
者
を
輩

出
す
る
「
三
郷
美
術

会
」
や
30
人
の
大
所

帯
で
隆
盛
を
誇
る
子

ど
も
の
「
水
彩
絵
画

ク
ラ
ブ
」
の
作
品
、

「
み
さ
と
伝
統
文
化

こ
ど
も
い
け
ば
な
教

室
」
の
20
人
余
り
が

制
作
し
た
作
品
が
並

ん
だ
。
手
芸
・
工
芸
・

陶
芸
の
他
、山
野
草
・

盆
栽
が
所
狭
し
と
展
示
さ
れ
て
い
た
。

　
【
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
】

　

三
郷
中
学
校
講
堂
で
22
日
、「
ふ
れ
あ

い
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
開
き
、
コ
ー
ラ
ス

グ
ル
ー
プ
が
歌
声
を
競
い
「
小
倉
尺
八

倶
楽
部
」
と
木
の
笛
コ
カ
リ
ナ
の
「
安

曇
野
笛
の
会
」
は
練
習
の
成
果
を
発
表

し
た
。
地
域
の
指
導
者
・
降
旗
幸
子
さ

日
々
進
歩
を
目
指
し
て

　

第
12
回
明
科
地
域
文
化
祭
が
、
11
月

3
日
か
ら
6
日
に
か
け
て
行
わ
れ
た
。

玄
関
前
に
は
関
尚
義
さ
ん
が
丹
精
込
め

て
育
て
た
菊
が
展
示
さ
れ
、
入
場
者
の

目
を
く
ぎ
付
け
に
し
た
。
展
示
期
間
中

は
菊
に
水
を
与
え
、
手
入
れ
を
怠
ら
な

い
関
さ
ん
の
姿
に
、
菊
に
対
す
る
愛
情

と
情
熱
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
。

　

絵
画
は
中
学
生
、
高
校
生
、
一
般
の

10
点
余
り
の
力
作
が
展
示
さ
れ
た
。
3

点
を
出
品
し
た
平
林
洋
子
さ
ん
は
「
ず

っ
と
描
い
て
い
る
け
ど
自
己
流
だ
か
ら

う
ま
く
な
ら
な
い
。
楽
し
ん
で
描
い
て

い
ま
す
。
こ
の
不
動
明
王
は
私
に
似
て

る
で
し
ょ
」
と
笑
顔
で
語
っ
た
。

　

5
日
、
地
域
住
民
の
ス
テ
ー
ジ
発
表

会
「
お
楽
し
み
サ
ロ
ン
」
が
行
わ
れ
、

髙
原
里
佳
さ
ん
親
子
の
ピ
ア
ノ
演
奏
を

皮
切
り
に
、
歌
、
落
語
、
踊
り
が
披
露

ん
が
指
導
す
る
小
学
校
の
授
業
内
ク
ラ

ブ
「
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ベ
ル
ク
ラ
ブ
」
は
、

優
し
い
音
色
を
届
け
た
。
三
郷
小
学
校

と
三
郷
中
学
校
の
吹
奏
楽
部
が
演
奏

し
、
合
唱
部
は
、
小
中
学
校
の
合
同
合

唱
も
披
露
し
た
。

　
【
芸
能
発
表
会
・
菊
花
展
】

　

三
郷
公
民
館
講
堂
で
、
11
月
5
日
、

「
芸
能
発
表
会
」
を
開
き
、
19
団
体
が

出
演
し
た
。「
三
郷
音
頭
保
存
会
」「
三

郷
義
民
太
鼓
保
存

会
」「
上
長
尾
獅
子

舞
保
存
会
」
の
伝
統

芸
能
の
他
、「
三
郷

吟
友
会
」「
太
極
拳

同
好
会
」
が
演
舞
を

発
表
し
た
。「
ジ
ュ

ニ
ア
ダ
ン
ス
」「
バ

レ
エ
」「
歌
謡
の
会
」

に
、
公
民
館
の
講
座

か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
「
フ
ラ
ダ
ン
ス
サ

ー
ク
ル
」
も
参
加
し

た
。
舞
踊
の
「
小
扇

会
」
は
小
学
生
の
日

本
舞
踊
の
艶
や
か
な

舞
姿
が
観
客
の
目
を

引
い
て
い
た
。
別
室

で
小
学
生
の
お
茶
席

が
あ
り
、
ロ
ビ
ー
で

は
菊
花
展
が
開
か
れ

て
、
ま
さ
に
菊
薫
る

秋
の
気
配
を
醸
し
て

い
た
。（
東
山
路
）

さ
れ
、
最
後
は
上
押
野
の
獅
子
舞
の
演

舞
で
盛
り
上
が
っ
た
。
昨
年
も
出
場
し

た
、
明
南
小
学
校
4
年
生
の
髙
原
彩さ

き樹

さ
ん
、
同
校
2
年
生
の
麗れ

い
か佳
さ
ん
は
格

段
に
上
達
し
て
お
り
「
娘
た
ち
が
う
ま

く
な
っ
て
い
る
の
で
私
も
負
け
な
い
よ

う
日
々
練
習
を
し
て
い
ま
す
」
と
、
母

の
里
佳
さ
ん
は
継
続
の
大
切
さ
を
語
っ

た
。

　

最
終
日
は
、
明
科
地
域
芸
能
発
表
会

が
行
わ
れ
た
。
は
じ
け
る
よ
う
な
子
ど

も
た
ち
の
ダ
ン
ス
と
華
麗
な
芸
文
協
の

団
体
の
踊
り
が
対
照
的
で
、
印
象
に
残

っ
た
。

三
　
郷

明
　
科



安曇野市公民館報第34号（平成 28年 12月）（3）

　

堀
金
文
化
祭
は
、
10
月
28
日
か
ら
30

日
の
間
、
作
品
展
示
を
は
じ
め
と
し
て

堀
金
総
合
体
育
館
で
開
催
し
た
。

　
【
作
品
展
示
】

　

メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ
に
は
、
書
道
、
絵

画
、写
真
、盆
栽
、菊
花
に
生
け
花
な
ど
、

日
頃
の
教
室
や
趣
味
の
活
動
で
磨
い
た

技
を
結
集
し
た
作
品
が
並
ん
だ
。
俳
句

短
歌
、
郷
土
史
は
、
文
学
や
地
理
・
歴

史
を
学
び
研
究
し
て
き
た
成
果
を
発
表

し
、
ま
た
、
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
を
ほ

う
ふ
つ
さ
せ
る
甲か

っ
ち
ゅ
う冑
が
、
大
小
3
体
飾

ら
れ
た
。
地
区
公
民
館
の
作
品
コ
ー
ナ

ー
は
、
女
性
部
が
開
催
し
た
手
芸
講
座

の
秀
作
な
ど
が
多
数
出
展
さ
れ
た
。

　
【
ま
ど
い
の
広
場
】

　

サ
ブ
ア
リ
ー
ナ
で

29
日
、
小
中
学
生
の

日
頃
の
活
動
の
発
表

の
場
と
し
て
「
ま
ど

い
の
広
場
」
を
開
催

し
た
。
堀
金
小
学
校

の
高
学
年
47
人
で
構

成
す
る
「
金
管
バ
ン
ド
部
」
の
演
奏
は

家
族
が
熱
い
視
線
を
送
っ
て
い
た
。
堀

金
中
学
校
の
和
太
鼓
「
赤
鬼
塾
」
の
勇

壮
な
演
舞
、
各
種
大
会
で
入
賞
を
重
ね

て
き
た
「
堀
金
中
学
校
吹
奏
楽
部
」
は

円
熟
し
た
音
色
を
披
露
し
た
。

　
【
堀
金
芸
能
祭
】

　

堀
金
芸
能
祭
は
29
日
の
午
後
、「
ま

ど
い
の
広
場
」に
引
き
続
い
て
開
催
し
、

　

豊
科
公
民
館
の
改
修
後
、
初
め
て
の

開
催
と
な
る
豊
科
地
域
文
化
祭
は
、
3

カ
所
の
会
場
を
使
っ
て
、
10
月
28
日
か

ら
11
月
20
日
に
わ
た
っ
て
、
に
ぎ
や
か

に
行
わ
れ
た
。

　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー
「
き
ぼ

う
」
で
は
、
回
廊
で
の
菊
花
展
を
は
じ

め
、
華
道
展
、
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ

ン
ト
展
、
週
末
に
合
わ
せ
茶
会
が
行
わ

れ
た
。
丹
精
込
め
て
育
て
ら
れ
た
菊
の

花
々
は
、
こ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
年
間

を
通
じ
て
手
を
か
け
、
美
し
く
咲
き
誇

っ
て
い
た
。
最
優
秀
賞
は
大
輪
の
部
の

丸
山
斌た

け
し
さ
ん
が
受
賞
、
3
本
仕
立
て
さ

れ
た
純
白
の
菊
が
、
強
く
印
象
に
残
っ

た
。

　

豊
科
公
民
館
で
は
、
盆
栽
展
、
一
般

の
作
品
展
示
、
短
歌
大
会
、
俳
句
大
会

が
行
わ
れ
た
。
地
区
公
民
館
や
サ
ー
ク

ル
な
ど
の
作
品
展
示
で
は
、
心
を
込
め

て
作
ら
れ
た
作
品
が
多
数
展
示
さ
れ
て

い
て
、
足
を
止
め
て
見
入
っ
て
し
ま

い
、
時
間
が
経
つ
の
を
忘
れ
て
し
ま
う

22
グ
ル
ー
プ
が
発

表
し
た
。
コ
ー

ラ
ス
・
詩
吟
や
剣

舞
、
大
正
琴
に
文

化
箏
、
二
胡
、
太

鼓
、民
謡
に
民
踊
、

フ
ラ
ダ
ン
ス
に
キ

ッ
ズ
ダ
ン
ス
と
枚

挙
に
い
と
ま
の
な

い
多
彩
な
芸
を
披
露
し
た
。
地
域
か
ら

民
謡
が
廃
れ
な
い
よ
う
に
と
活
動
を
続

け
る
「
駒
の
会
」
は
花
が
さ
踊
り
で
花

を
添
え
た
。
け
ん
玉
の
全
国
大
会
で
入

賞
し
た
け
ん
玉
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
喝

采
を
浴
び
て
い
た
。

　
【
堀
金
一
周
駅
伝
大
会
】

　

通
算
52
回
を
数
え
る
伝
統
の
「
堀
金

一
周
駅
伝
大
会
」
は
30
日
に
開
催
し
、

地
域
内
全
地
区
を
リ
レ
ー
し
て
地
区
の

10
選
手
が
襷
を
繋
い
だ
。
80
人
余
り
が

エ
ン
ト
リ
ー
し
た
オ
ー
プ
ン
参
加
レ
ー

ス
の
後
、
公
民
館
を
発
着
点
と
し
た
コ

ー
ス
で
熱
戦
を
展
開
し
た
。
終
盤
に
近

い
8
区
で
下
堀
地
区
が
、
堀
金
中
学
校

の
陸
上
部
の
健
脚
・
飯
森
瑠
花
さ
ん
の

活
躍
で
3
位
か
ら
一
気
に
ト
ッ
プ
に
立

ち
、
9
、
10
区
と
そ
の
ま
ま
逃
げ
切
っ

て
優
勝
を
飾
っ
た
。（
東
山
路
）

ほ
ど
の
見
応
え
だ

っ
た
。

　

豊
科
郷
土
博
物

館
会
場
で
は
、
美

術
・
書
道
作
品
の

展
示
が
行
わ
れ
、

照
明
な
ど
、
鑑
賞

に
配
慮
し
た
展
示

が
さ
れ
て
、
作
品

が
一
層
引
き
立
っ

て
い
た
。
会
期
中

は
休
館
日
の
月
曜

日
も
開
館
し
て
、

来
館
者
を
出
迎
え

た
。

　

ま
た
、
芸
能
発

表
会
は
、
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
し
た
豊
科

公
民
館
大
ホ
ー
ル

で
、
29
団
体
が
日

頃
の
練
習
の
成
果

を
発
表
し
た
。
お
と
と
し
、
昨
年
は
改

修
工
事
の
た
め
、
別
会
場
で
の
開
催
と

な
っ
て
い
た
が
「
よ
う
や
く
ホ
ー
ム
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
戻
っ
た
」「
大
き
な
ス
テ

ー
ジ
で
思
い
っ
き
り
発
表
が
で
き
る
」

「
き
れ
い
な
会
場
で
嬉
し
い
」
そ
ん
な

感
想
も
聞
か
れ
た
。
今
回
は
地
域
内
の

小
中
学
校
や
高
校
を
は
じ
め
、
ダ
ン
ス

や
バ
レ
エ
の
グ
ル
ー
プ
の
子
ど
も
た
ち

が
大
勢
参
加
し
、
ま
た
、
元
気
に
活
躍

す
る
年
配
の
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
、
老
若

男
女
が
集
っ
て
お
互
い
の
発
表
を
見

て
、
大
き
な
拍
手
で
応
援
す
る
と
て
も

良
い
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

堀
　
金

豊
　
科
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第
12
回
目
と
な
る
穂
高
文
化
祭
は
、

10
月
28
日
か
ら
11
月
13
日
に
か
け
開
催

さ
れ
た
。

　

穂
高
会
館
で
は
、
28
日
9
時
よ
り
開

場
式
が
行
わ
れ
、
宮
澤
市
長
が
あ
い
さ

つ
を
述
べ
た
後
、
関
係
者
と
共
に
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
っ
た
。

　

会
場
に
は
拾
ケ
堰
に
関
す
る
展
示

や
、
彫
刻
、
生
け
花
、
書
道
、
押
し
花
、

地
域
内
の
小
中
高
校
生
の
作
品
な
ど
が

出
展
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
館
内
で
は
、

他
に
高
齢
者
作
品
展
、
安
曇
野
緑
の
会

「
安
曇
野
に
お
け
る
万
葉
の
植
物
」
展

も
行
わ
れ
た
。
穂
高
北
小
学
校
6
年
生

の
伊
藤
大
志
君
は
「
自
分
の
絵
が
展
示

さ
れ
る
の
は
初
め
て
」
と
照
れ
く
さ
そ

う
だ
っ
た
。
塚
原
押
し
花
ク
ラ
ブ
は
、

し
お
り
作
り
の
無
料
体
験
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
、
参
加
者
は
色
鮮
や
か
な
花
を
ピ

ン
セ
ッ
ト
で
丁
寧
に
乗
せ
て
い
た
。

　
「
芸
能
ま
つ
り
」
は
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

芸
能
ま
つ
り
第
一
部
、
第
二
部
と
３
日

間
に
分
け
て
行
わ
れ
た
。
第
一
部
は
、

民
謡
や
日
本
舞
踊
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
な
ど

35
組
の
出
演
者
た
ち
が
日
頃
の
練
習
の

成
果
を
披
露
し
た
。
第
二
部
は
、
合
唱

や
箏
、
モ
ダ
ン
・
ジ
ャ
ズ
、
小
中
学
校

吹
奏
楽
部
な
ど
16
団
体
の
演
奏
が
行
わ

れ
、
大
勢
の
観
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
参

加
し
た
穂
高
南
小
学
校
４
年
生
の
佐
藤

史し

お

ね
桜
音
さ
ん
は
「
初
め
て
演
奏
に
出
て

緊
張
し
た
け
ど
、
う
ま
く
い
っ
て
良
か

っ
た
」
と
話
し
た
。

　

穂
高
神
社
境
内
で
は
、
盆
栽
・
山
野

草
展
、
あ
づ
み
野
菊
花
品
評
会
、
穂
高

人
形
・
御
船
祭
保
存
会
3
教
室
展
が
開

か
れ
、
参
拝
者
や
七
五
三
の
子
ど
も
た

ち
が
興
味
深
く
見
入
っ
た
。

　

11
月
10
日
、
明
科
公
民
館
で
「
干
し

柿
作
り
講
習
会
」
が
行
わ
れ
、
明
科
地

域
の
晩
秋
の
伝
統
行
事
で
あ
る
干
し
柿

作
り
の
技
を
習
得
し
よ
う
と
28
人
が
参

加
し
た
。
あ
か
し
な
農
業
塾
会
長
の
内

川
充
弘
さ
ん
の
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ
る
分

か
り
や
す
い
説
明
で
、
和
や
か
で
楽
し

い
講
習
会
と
な
っ
た
。
実
習
で
は
、
農

業
塾
で
栽
培
管
理
し
て
い
る
平ひ

ら
た
ね
な
し

核
無
柿が

き

を
使
い
、
は
く
皮
、
連
作
り
、
硫
黄
薫

蒸
作
業
を
行
っ
た
が
、
そ
の
後
、
乾
燥
、

は
ざ
お
ろ
し
、
粉
出
し
を
経
て
よ
う
や

く
賞
味
で
き
る
。

　

三
郷
地
域
か
ら
参
加
し
た
百
瀬
万
里

子
さ
ん
は
「
初
め
て
干
し
柿
を
作
り
ま

し
た
。
家
の
柿
が
た
く
さ
ん
実
っ
て
困

っ
て
い
た
が
、
こ
れ
で
干
し
柿
を
作
る

こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
、
う
れ
し
そ
う

に
語
っ
た
。

　

11
月
１
日
付
で
、
明
科
公
民
館
長
に

安
井
邦
夫
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。 

（
任
期　

平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で
）

　

晩
秋
の
あ
る
朝
、
庭
先
に
見

慣
れ
な
い
小
鳥
が
や
っ
て
き

た
。
マ
ヒ
ワ
か
ア
ト
リ
か
、
背
は
暗
褐

色
で
胸
腹
部
は
緑
が
か
っ
た
黄
色
を
し

て
い
る
。
縄
張
り
に
迷
い
込
み
、
争
い

に
巻
き
込
ま
れ
た
か
猛
禽
類
に
襲
わ
れ

た
か
、
翼
が
傷
つ
い
て
既
に
息
絶
え
て

い
た
。
木
の
根
元
に
埋
め
よ
う
と
落
ち

葉
の
上
に
寝
か
せ
る
と
、
足
元
に
鑑
識

リ
ン
グ
ら
し
き
金
具
が
付
け
ら
れ
て
い

る
。
勝
手
に
処
理
す
る
わ
け
に
も
い
か

ず
、
烏
川
渓
谷
緑
地
に
問
い
合
わ
せ
る

と
、
刻
印
が
あ
れ
ば
調
べ
て
と
言
わ
れ

た
。
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
・
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
・
Ｋ

Ａ
Ｎ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｙ
Ｏ
と
刻
ま
れ
て
い

た
。
こ
の
場
合
、
山や

ま
し
な階
鳥
類
研
究
所
に

連
絡
す
る
と
の
こ
と
だ
。
小
鳥
の
名
は

ア
オ
ジ
と
い
い
、
国
内
を
夏
冬
移
動
す

る
漂
鳥
だ
と
い
う
。
自
然
の
事
象
に
造

詣
が
深
く
な
い
身
に
は
珍
し
い
出
来
事

だ
。
知
識
の
薄
さ
に
へ
き
え
き
し
て
い

る
よ
り
、
自
然
の
世
界
に
教
え
を
乞
う

姿
勢
を
持
て
と
で
も
言
う
が
ご
と
く
の

突
然
の
来
訪
に
感
謝
し
て
自
身
を
見
直

す
機
会
に
し
た
い
。（
Ｔ
・
Ｙ
）

穂
　
高

干
し
柿
作
り
講
習
会

明
科
公
民
館
長
の
再
任
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